
市政に対する一般質問
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議
員

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

国
保
は
低
所
得
の
方
が
多
く
、
保
険

税
の
負
担
が
重
い
の
で
は
。

国
保
は
一
人
当
た
り
平
均
保
険

料
が
8
万
5
0
0
0
円
と
、
他
の
健

康
保
険
に
比
べ
一
番
低
い
が
、
所
得

に
占
め
る
保
険
料
の
負
担
割
合
は
、

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
都
道
府
県
単
位
化
が
始

ま
る
が
、
税
率
等
は
市
で
決
定
す
る
と
の

こ
と
。
こ
の
機
に
一
般
会
計
か
ら
の
「
法

定
外
繰
入
」
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
や
基

金
の
計
画
的
取
り
崩
し
な
ど
で
、
国
保
税

の
大
幅
な
引
き
下
げ
を
求
め
る
が
。

保
険
料
水
準
の
統
一
の
過
程
に

お
い
て
、
急
激
な
税
額
変
更
と
な
ら

な
い
よ
う
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
や
「
保
険
給
付
等
支
払
準
備
基

金
」
の
活
用
を
含
め
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

内
部
留
保
金
を

公
有
地
確
保
に
活
用
を

袋
井
地
域
土
地
開
発
公
社
は
、
3
億

円
の
内
部
留
保
金
を
た
め
込
ん
で
い
る
。

こ
の
資
金
を
公
共
用
地
の
拡
大
に
活
用
す

べ
き
で
は
。

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
万
が

一
欠
損
が
生
じ
る
場
合
に
備
え
て
留

保
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
公
共

用
地
の
先
行
取
得
や
造
成
事
業
に
お

け
る
借
入
金
抑
制
の
た
め
の
資
金
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。 
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議
員

袋
井
商
工
会
議
所

袋
井
駅
北
口
移
転
問
題

商
工
会
議
所
移
転
、
ホ
テ
ル
建
設
で

袋
井
駅
北
口
が
活
性
化
す
る
か
。

ど
ま
ん
な
か
袋
井
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
が
作
成
し
て
い
る
事
業
計

画
書
案
に
お
い
て
、ホ
テ
ル
の
宿
泊
、

多
目
的
ホ
ー
ル
の
利
用
、
現
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
移
転
予
定
の
商
工
会
議

所
の
利
用
な
ど
の
考
え
を
示
し
て
い

た
だ
く
中
で
、
袋
井
駅
北
側
の
商
店

街
を
含
め
た
ま
ち
の
活
性
化
を
期
待

す
る
。

商
工
会
議
所
は
袋
井
駅
北
口
市
有
地

の
無
償
貸
与
を
希
望
し
て
い
る
。市
長
は
、

無
償
・
有
償
ど
ち
ら
を
考
え
て
い
る
の
か
。

事
業
計
画
書
案
に
お
い
て
、
ホ

テ
ル
の
宿
泊
者
数
や
多
目
的
ホ
ー
ル

の
利
用
者
数
の
見
込
み
、
こ
れ
に
伴

う
駅
周
辺
の
商
店
・
飲
食
店
な
ど
へ

の
経
済
波
及
効
果
な
ど
、
公
益
性
や

駅
前
活
性
化
へ
の
寄
与
の
度
合
い
な

ど
を
確
認
し
、
市
有
地
の
貸
与
方
法

を
判
断
し
た
い
。

商
工
会
議
所
は
総
合
セ
ン
タ
ー
の
土

地
建
物
持
ち
分
42
%
を
市
に
売
却
希
望
し

て
い
る
。
買
取
費
用
の
予
測
、
そ
の
支
出

は
一
般
財
源
で
賄
え
る
の
か
、
新
た
に
借

金
と
な
る
の
か
。

適
正
な
価
格
と
な
る
よ
う
不
動

産
鑑
定
を
基
本
と
し
、
固
定
資
産
税

評
価
額
な
ど
も
参
照
し
て
算
定
し
た

い
。
財
源
は
、
現
制
度
で
は
起
債
対

象
と
な
ら
ず
、
一
般
財
源
で
予
算
措

置
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

国保年金係の窓口

袋井駅北口市有地（駐輪場2階は駐車場）

8ふくろい市議会だより


